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審   査   の   要   旨 
本論文は、モモにおけるせん孔細菌病に対する抵抗性に関するもので、1) せん孔細菌病に対する人工接
種方法・評価方法を確立し、2)日本で栽培されている品種・系統を含む69の遺伝資源について抵抗性評価を
行い複数の抵抗性品種を同定し、3) 27組合せ514個体からなる交雑実生集団とその親の抵抗性を評価して統
計遺伝解析することにより、2種類の抵抗性が存在することを見いだした。いずれも初めての成果・知見で
ある。見いだした2種類の抵抗性のうち、ブラジルからの導入品種「Chimarrita」などに由来する抵抗性は抵
抗性を優性とする質的なものであること、日本品種である「もちづき」や「つきかがみ」の抵抗性は量的な
抵抗性であることを明示し、戦略的なモモせん孔細菌病抵抗性育種にはブラジル導入品種の持つ質的な抵抗
性で有効であることを提示した。これらは、園芸学、植物病理学、育種学、遺伝学、統計学、植物生理学を
効果的に融合した学際的成果である。本研究の成果は、モモにおいて、画期的な病害抵抗性新品種育成のた
めの有効な手法を提案したという意味でも高く評価できる。
平成31年1月23日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。
